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DBIEFICE. ALAYYBEI—RT22D20GEN) 7Y MARDA > TULET, [RefSeqiZfit, 2008 & 7 B flfEM:
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Sy MNEASOBREERE, 1, c-Src RY 4 O—F LMK (FF) % 1:200 I2FER
(4°C. —B%) . 2, Cy3tEF xR %E 1:300 (2HR (B, 50%) . 3, X B: DAPI
(&B) 109, MA: 2—4v ~, XB: DAPI, [ C: A+B D&%

Jv MBSO REEARE, 1, -Src RY S O—F LK (F) % 1:200 (&R
(4°C. —R) . 2, Cy3EBETIRUAZ 1:300 (ZFHIR (ER. 5093) . 3, K B: DAPI
(B) 1093, BA: 2—4%v b, ®B: DAPI, [ C: A+B D&,

Sy MERERGOREEYERE, 1, c-SrcRY 7 O—F LK (F5) % 1:200 (ZHER
(4°C. —B) . 2, Cy3 BB TR %E 1:300 I2HER (=R, 509) . 3, ®B:
DAPI (&) 109, ®MA: 4—4v i, ®B: DAPI, @C: A+BDO<—,

Sy MERERGOREEYERE, 1, c-SrcRY 7 A—F LK (F5) % 1:200 (ZFER
(4°C., —HB%) . 2, Cy3 ERH Xk %x 1:300 ICHER (B, 50%) . 3, ®B:
DAPI (&) 109, ®A: 4—45v i, XB: DAPI, ®MC: A+BO~v—2,

R U AFEGORERNRE, 1, c-Src RY S O—FILHK (FF) & 1:200 I2FER
(4°C. —B) . 2, Cy3 EHRFIA%E 1:300 I2FEIR (=R, 50%) . 3, ®B:
DAPI (5) 109, KA: 4—4v I, XB: DAPI, ®C: A+BDO~v—>,
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XY AFEGOREENRE, 1, c-SrcR YUY O—F IR (F7) % 1:200 (2FBR
(4°C. —B) . 2, Cy3#&E#_xik%E 1:300 (FR (ZR. 504) . 3, {B:
DAPI (&) 109, BA: 4—4v ~, ®B: DAPI, ®MC: A+BD<—",
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= Ay 70y MEF. DREK: YR Y ¥ 196 IRDye 800 (1:5000 FIR, 25°C, 1
= )
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ラウス肉腫ウイルスのv-src遺伝子と非常に類似しています。このプロトオンコゲンは、胚発生および細胞増殖の調節に関与している可能性があります。この遺伝子によってコードされるタンパク質はチロシンタンパク質キナーゼであり、その活性はc-SRCキナーゼによるリン酸化によって阻害されます。この遺伝子の変異は、大腸癌の悪性化に関与している可能性があります。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,PTM：c-Srcキナーゼ（CSK）によってTyr-530がリン酸化されます。リン酸化型はpp60c-srcと呼ばれます。リン酸化末端はSH2ドメインと相互作用し、キナーゼ活性を抑制します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。チロシンキナーゼファミリー。SRCサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性：1つのSH2ドメインを含みます。,類似性：1つのSH3ドメインを含みます。,サブユニット：SH3ドメインを介してDDEF1/ASAP1と相互作用します。CCPG1と相互作用します（類似性による）。CDCP1、PELP1、TGFB1I1、およびTOM1L2と相互作用します。MUC1の細胞質ドメインと相互作用し、それをリン酸化してMUC1とβ-カテニンの結合を増加させます。SH3ドメインを介してRALGPS1と相互作用します。SH3ドメインを介してHEV ORF3タンパク質と相互作用します。,
	研究分野
	ErbB_HER;エンドサイトーシス;VEGF;接着斑;Adherens_Junction;Adherens_Junction;ギャップ結合;GnRH;ヘリコバクター ピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達;
	画像データ
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, c-Srcポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, c-Srcポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, c-Srcポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, c-Srcポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	マウス肺組織の免疫蛍光染色。1, c-Srcポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	マウス肺組織の免疫蛍光染色。1, c-Srcポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	c-Srcウサギポリクローナル抗体（1:1000希釈、4℃、一晩）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。1. c-Srcポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。1. c-Srcポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

